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	令和８年度第１回不登校関係者懇談会
	「誰一人取り残されない社会を作るために」をテーマに 民間団体・学校関係者・行政関係者がそれぞれの立場でできることを考えました。すぐにできることもあれば時間がかかることもありますが、子どもたちに関わるすべての人が「一人ひとりの自己実現を支える社会の実現」に向けて取り組む必要性が見えてきました。


